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■　書　評 　■

木村　涼子 ［著コ

r学校文化 と ジ ェ ン ダー
』

日本学術振興会特別研究員　堀　　健志

　 人 はい か に して 女性／男性 とな るの

か 。 本書 は ，
「フ ェ ミ ニ ス ト教育研究」

に おける この 核心的なテ ー
マ に取り組ん

で きた著者の既発表論文に ，い くっ かの

書下ろ しを加え た待望の 論文集で あ る。

　収録論文が執筆された こ の 10年を振 り

返 っ て み れ ば，フ ェ ミニ ズム の 存立それ

自体が明確に 問われ た時代で あ っ た 。 も

し，
この 思想が すべ て の女性の 〈解放〉

を企図す る もの であ るな らば ， 避けて は

通れない そん な性質の 課題 で あ る 。 その

ひ と つ は， フ ェ ミ ニ ズ ム が 表 象 す る

「女」 とはい っ た い 誰の こ とか とい う問

いで 表現 された 。 これまで築かれて きた

もの が 日本人 ・高学歴 ・ 異性愛女性 etc ．

の た あの 理論で しか ない とい う認識に も

とつ くこ の 批判は ， 集団 と して の 女性を

貫 く多様な差異／差別 といか に向 き合 う

かを課題 とする もの で あ る 。 もうひ とつ

は ，
「個人的な こ とは個人的で あ る」 と

い う自由主義的な主張が 「次世代 の フ ェ

ミニ ズム 」 と して 流通 した こ とに 表れた

問題 で あ る 。 多数派の 女性が こ うした 主

張を受 け入れ ，
「個 人的 な こ とは 政治的

で ある」 とい うリブ／フ ェ ミニ ズ ムの ス

ロ
ーガ ンが 「余計なお節介」 で しかな く

な る と した ら， フ ェ ミニ ズム と個人 との

間に 必ずや生 じるで あろ う溝を見 っ め る

こ とす らで きな くな る 。 そ の ため，女性

役割を主体的に選択／受容するメカ ニ ズ

ム の 解明が ，改 めて 重要な課 題 とな っ て

い る。

　 したが っ て，今日の フ ェ ミニ ス ト教育

研究は ， 固有の 対象で ある教育現象の 分

析に おい て ，
フ ェ ミニ ズム 界全体に かか

わ る上 記の 課題 に取 り組む こ とが求め ら

れてい る 。 そ して教育分析の 文脈で は，

その ための 条件が整 っ てい るといえる 。

なぜ な ら， これ まで は教育の結果と して

生 じる教育達成や職業達成の性差 に焦点

が 当て られて きた が，近年で は，教育過

程 におけ る ジ ェ ン ダー形成の 分析 へ と関

心 が移 っ た結果 ， 学校の なか の 「か くれ

た カ リキ ュ ラ ム 」，
マ ス メデ ィ ア や生徒

文化に かんする具体的な資料に基づ い た

分析の 蓄積が課題 とな っ て い るか らで あ

る 。 ただ し， こ の 領域で は理論志 向が弱

く，フ ェ ミニ ズ ム 理論 と関連づ け る作業

が明示的になされるこ とは稀で あ っ たた

め ， 学校制度を フ ェ ミニ ズム理論に位置

づ ける とい う重要な課題 もまた残 されて

い るとい え る 。

　実際 本書 は これ らの 課 題へ の 取 り組

み とされて い るが，どの 程度成功 して い

るだ ろ うか 。 まず，学校の 理論的位置づ

けに は成功 して い る。 著者が採用す るマ

ル クス 主義フ ェ ミニ ズム に よれば，現代

資本制社会は家事労働者 と して だけで は
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な く， 周辺労働者 と して の 女性を必要 と

する 。 だか らこ そ 学校は ，労働カー般と

して 男女を均質化する平等主義と ， 家事

労働者と して女子を差別化するセ ク シ ズ

ム とい う二 っ の 矛盾 したイデオ ロ ギーを

共存 させ る こ とで ， この 要請に応え よ う

とす る 。 こ う して ，相反 する二 つ の イデ

オ ロ ギー
の 流通に 注目す る こ とで ，学校

を，平等化 の 装置／女性抑圧の 装置 と単

純に捉え るの で は なく，労働力 と社会 関

係を再生産するイデオ ロ ギー装置と捉え

る こ とに 成功 して い る 。

　次に，女性内部の 多様な差異／差別に

っ いて の検討で あ るが ， た しか に ， 出身

階層に よ る違い や被差別部落の 女性 へ の

言及がみ られる 。 とはい え，利害の対立

や葛藤が描かれ るこ ともな く，女性がカ

テ ゴ リカル に分類 され るに とどま る 。 評

者 と して は ， 学 校内部の 観 察を 活か し

て， ジ ェ ン ダーとその 他の差異 との 絡 み

合 いを描 きだ して ほ しか っ た 。 また ，被

差別部落の 女性へ の 聞き取 りが示唆され

るの だが提示されな い の で ， 残念な こ と

に ， 読者の 耳に 彼女た ちの 声 は届 か な

い 。

　性役割 の 主体的選択 の 解明 とい う課 題

に つ い て は どうだ ろ うか 。 著者 は 日本の

少女向けメディ ア を分析 して ， 他者へ の

共感 や思 い や りが 「女と して の 成熟」 の

表象 とな っ て い る こ とを明 らかに し， こ

れが 「女 らしさ」 の 物語 と して 流通 し消

費 され るなかで，少女た ちが他者の ケ ア

； 再生産労働の 担い手 と して 水路づ け ら

れ る可能性を示す。 さ らに ， 性役割の 主

体的受容を理論的に検討 して ， 有力な 三

つ の仮説を分節 して い る 。 こ こで は員体

書 評

的な研究 の 必要性 を訴え る に とどま る

が
， 多様な差異を考慮 に 入れっ っ これを

本格的に 検討 して い くこ とで ， フ ェ ミニ

ズ ム と個人 との 間に ある 溝を見 っ め なお

すこ とが 可能にな るだろ う。

　 こ の よ うに本書はセ ク シズム の 再生産

を検討す るが ， 単純な再生産を想定 して

い るわけで はな い 。 随所にみ られる 「変

革の 主体」 や イデオ ロ ギー
に対する 「受

け手の 能動性」 とい っ た概念 は ， セ ク シ

ズムの 再生産過程に矛盾や葛藤をもた ら

すもの とされ ，男女平等志向の 読者 に対

して 希望 の 光を与えて くれ る 。 そ うで あ

るだ けに ， これ らの 魅力的な概念の 指示

対象が具体的に 提示 されない の が惜 しま

れる 。 こ の 点は，具体的な資料の 丹念な

読み込み に加えて ，理 論的な検討をすす

あ る こ とに よ っ て 取 り組まれ るべ き課題

で あろ う。

　以上， フ ェ ミニ ス ト教育研 究 の 重 要課

題に対す る貢献 と及 ば なか っ た点に っ い

て概観して きた。 で は本書は ，
マ ル クス

主義 フ ェ ミニ ズム に よ る教育分析の 蓄積

に対 して ， い かな る貢献をもた ら して い

るだ ろ うか 。
こ の 点は ， 著者に と っ て は

今後の 課題 な の で あろ う。 終章 「資本主

義社会 に おけるセ クシズ ム再生産の 理論

化 に 向けて 」 に お い て ， 英米の 先行研究

が紹介 されて い る もの の ，本書の 位置づ

けが明確に されて い な い 。 また ，本書が

及 ばなか っ た上記の 課題 に対する取 り組

み が 海外で は既 に蓄積 され て い る こ と

も，終章か ら明らかで ある 。 しか し，こ

うした欠点は本書の 意義を損な うもの で

はない
。 既存の フ ェ ミニ ズ ム に 対す る批

判か ら導 き出された重要な課題を ， 日本
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